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1花粉分析諦雌①

花粉のゆ＼え

��

徳永璽元

且.なぜ私たちは花粉を研究す蕃のか

私たちがつね日頃生活している問でも何気なく兇す

ごしてしまうことがあまりにも多い｡こうしたこ㍑)

なかでも一寸した気の付きようでそれを取り上げると

思わぬとくをすることもある.

自然観察を例にとって見てもこうした発見が今日の科

学の進歩に役立っていることも少なくない.いまここ

では植物の花粉を例にとって考えてみよう.

花粉は多くの人々の眼に一応止まる機会はかなり多い

がそれが私たちの生活の思わぬ方面にまで役立ってい

ることを知っている人はそう多くはないだろう.

これから数回にわたるこのシリｰズの中で私はこの微

妙な生物体が植物学や農林学また地質学や地理学研究

の好材料となっているばかりでなく石油や石炭を探す

ことさらに私たちの保健の問題にまで深いつながりが

あるということを述べてみるつもりでいる.そしてど

うしたらこうした方面の知識をえ利用できるか花粉を

学ぶ上での要点というものを示してみたいと思っている.

花粉のゆくえ部屋の一隅の花瓶にさした山

百合の花からは赤褐色の花粉が床の上にこぽれおちたり

庭の片隅にさく椿の花から黄色い花粉がおちるのを見た

人はあるだろうがこうした雄しべから生れる花粉をた

だ美しいものとして見すごしてはいないだろうか.

それらダ)花粉は雌しべにつくと花粉管をのばして受精

しやがて果実ができるがこうしわ仕事をする榊二そジ)

運ばれ方にも点々とある二とが知られている土たとえ

ば樹木の花粉拶)多くは風にの･)て飛んで峨くし草本類

ジ)英1しも･イビを盆白算)のオ…三彩}を圭慈虫亭)泄に“つけきせづく'単ジ)

イビ辛分舌よノ欠百二う湾･んで～流尋ヱて顯)く曲

ユ青したイ乞杉手を塁蝋看激毒譲でのぞいて:みると=それ卓)のメ後

にも美しいものや複雑な屯ぎ)があってそグ)点からも興

味をもたれ昔から形の織察は行なわれて妻た｡しか

しこれら花粉の大きさは多少σ)大小はあって達)大体エ

ミリの1000分の1のミクロン(μ)の単位で測られるほ

ど小さいものなのでとうてい肉眼などではその1粒は

わかるはずもなく私たちがみる花粉の粉は花粉粒の何

万という集団の状態をみているのである.

こうして花からとった花粉のことがわかると今度はそ

の花粉のゆくえに関心がもたれてきた･雌しべに着か

ず地面の上におちてしまったものはどうなったのだろう.

手近な所から土を取ってきてそれを水にとかし顕

微鏡でのぞいてみるとその水の中には必ずいろいろの花

粉が浮かんでいるものである.土の中に花粉が入って

いるならばもっと古い地層の1→･にも昔の花粉が残って

いはしないかこう考えた人はさらに古い時代の泥炭を

とってきて調べてみた･その結果そこにもあるここ

にもあるということになって亜炭｡石炭･水成岩とい

うように次第にかたい岩石と地質時代の古い地層にそ

の研究対象がむけられ花粉研究の重要な1分野がこう

してひらけて行ったのである.

一方花から飛んで行った花粉が地面におちないでいる

間はどうなっているのだろうか.それを調べる仕事は

今では空中花粉学(Aeropa1ynology)といわれているが

雲をつかむ話しではなくて実際に空気をつかんできて

ユリの花粉はよい香りにさそわれ

虫媒花

た虫によって運ばれる

クチナシの花粉は虫と風の両ψによって

遮ぱれるといわれている�
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州べたり空･llに糊をぬったガラス板をさらしておいて

蒼いたものを調べる仕事が行なわれてきた｡それが意

外にも医学の方面に大きな責鰍をするようになった.

入間の柄気の1いでもアレルギｰといわれる病源のわか

りにくい体質的な病気の少なくとも1椰はある特定の花

粉を人が吸いこむことによって起こるということがすで

にはっきりしている.一方花から昆虫に着いて行った

花粉はどうなったであろうか.レンゲの花に蜜蜂がた

わむれるとその峰の1汀足と胴の下には蜜の大きな袋がで

きる.その1いに花粉もたくさんまじって運ばれて行き

それがやがて食卓にも蜜と共に上がってくるので知ら

ずに私たちも花粉を食べているわけである.

こうした養蜂の分野でもその花粉を調べることによっ

て蛛のもってきた蜜の山所がわかるということになる.

ずいぶん語が広がってしまったがここら辺で私た

ちに関係のある地下資源の開発や地質学のことにもち

ょっとと触れてみることにしよう.

地質学と花粉前にものべたように堆積した

地層のllllにも化石として花粉が発見されるようになった

が化石といってもそれが固く万化しているのではなく

てきわめて生体に近い状態で保存されていることは驚く

べきことである｡例えば第三紀の前期(約5000年前)の

石炭を薬品でとかして花粉をとり出すとそれがたちまち

ふくれ上って現在生育している植物から取ったものと

じゅうぶん比i咬できる状態となる.こうして地層の1い

からはかなり容易に花粉化石がとり出せまたたくさん

入っていることがわかってくると今度はその地層の上

部や下部でそれらの入り方が違うのではないかという

ことに気付いてきた.また花粉とともに見出される

胞子についてもいろいろ研究された.

勢一夢一幸こよ鶯てl11炎1二位てて

空111花粉採班;帯篶淡舳こ糊…1ナたプレパラ

ｰトがllllh花粉がf寸析する
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こうしたことから地質学との関連が深まりやがて古

生物学の1部としても扱われるようになった.

その仕事というのはまず｢ある形をしている花粉化

石はA煽とB層にしかない｣またはrある時代Lかな

い｣ということをわからせる｡次に未知の地層の中か

らその形のものが出たとするとそれがAかBの地層で

はないかと考えることができこうした地層別の花粉戸

籍簿というようなものを作るということである.

それからさらに発展した現在では海底に掘った試錐

のコアｰの中の花粉や胞子の化石を調べてその層の地

質時代をあてたり大陸での陸成の地層でほとんど大形

の化石の出ないものを花粉化石で調べて地質の時代や

堆積の環境を明らかにしたりしたいろいろの例がある.

石油や石炭の層を探す時にはやはり地層の花粉学的な

特徴をつかんでその層の上下関係(層序)をはっきり

させそれによって炭層や含油層の位置を決めるという

ように使われている.

ここで花粉学という言葉を使ったがこれはパリノロ

ジイ(Pa1ynology)ともいって花粉や胞子についての

科学的研究すべてをさし非常に広い意味をもっている.

学者によってはこの中にさらに微少な動植物体の研究す

鰺溝桑
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34･･

｡衰欝結し｡いるとい一ヨた感じがするが

こうしたこなと=共に陰になりなが

ら進められている花粉そのものの

研究も大切なことである､例え

新生代花粉化石の1ば私たちがある花粉をみた場合

例(双子葉潤葉樹)

すぐにそれが何という植物の花粉

だろうかという疑問が頭の中に浮んでくる.花をみて

も葉をみてもその:名前をしりたくなるのは植物形態分類

学の第1歩である･それで現在地上に繁茂している植

物の花粉をあつめてこれらを観察しそれらの形の上で

の特徴をしらべたり各種の間の類似点や相違点を明らか

にする･植物学におけるこういった仕事は本当に大

切なことであり私たちが応用するにも大変役立っている.

植物が繁茂し森林を作っている時森林の歴史を探る

ために土壌を深く掘り取って含まれている花粉を調べ

たりある土地に適した植物とくに有用な作物などを

作り出すときに花粉のかけ合せをやったりすることは

農林学の方面で行なわれている.

私たち人類の過去を探る考古学でも古墳の中の土を

調べて先住民族がすんでいた時どんな樹が周囲に牛

えていたかその当時は寒かったかどうかなど花粉の種

類から推定したりする.さらに面白いことは土器に使

った粘土の中にも花粉が入っていてそれを取り出した

という事実もあって思わぬ所にまで入っているという

感じを私たち花粉を研究している者でさえ抱くことがあ

る.こうして自然科学のいろいろの分野で基礎と応用
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おもな研究熟題

化粉111の蛋(質の研究

アレルギｰ性･花粉稀の研究

蜜源植物の研究

蜂の習性の研究

土壌･湿度堆織物の化粉分析

森林の樹木変遷の臓炎研究

陛艮1111禰交配･1守■榊改火

土壌1t1の花粉分析

泥炭の花粉分析

古墳･遺跡などの土の花粉分析

柑気候･古環境の解明

花粉分析による市気候研究

花粉形態の研究

発生･受精機構の研究

花粉の物理･化学的性質の研究

花粉･炮子化石の背牛物学的研究

古気候の研究'

地層対比べの応用研究

宵植物学における研究

地質時代決定への研究

の面に役立っている研究を共通の面で結んだものが舳

にいった花粉学なのである.花粉学者はそのため多方

面の知識を頭の中に入れておかねば不便が多い･

花粉と母植物花粉はそれが生れたもとの植

物とはもとより深い関係にある.花粉の名前がわかる

ということは結局もとの母植物がわかるということで

あってそれから先のことを考えるのは他の種々の植

物学上の考え方と異なってはいない.ただ前にいっ

たように花粉の分布の仕方が他の葉･茎･根･実などと

はちがっているのでこの点だけ解釈の際注意しなくて

はならない･従って他の植物学上の知識からひどく

かけはなれた資料を花粉だけで舳すという時にはじゅ

うぶんな検討が必繋であ乳

ソ学ク(H0徽轟)
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2.花粉について知っておきたいこと

それでは私たちは花粉と胞子についてどんなことを知

っておいた方が良いのだろうか･こうした疑問に答え

て以下いくつかのことについて述べてみることにする

がなるべく私たちのやっている仕事である地質学と

結びつく点を小心にまとめてみよう一

降ってゆく.いいかえれば海成層にも陸成層中にも

同じ時期のものが連続してみとめられるということであ

る.高等動物は自ら所をかえ人類は自然を征服して

健みにくい所へも進出するので過去の環境を考えるの

は非常にむずかしくなるが植物は気候条件に敏感であ

りさらにそこから飛ぶ花粉には分布の普遍性がある.

胞子と花粉のあるものには分布の領域の非常にせま

いものがありそれはそれなりに意味をもっている.

花粉は非常に小さい前にも述べてきたように

花粉は非常に小さい.1粒を見ると一番大きいもの

(例えば単子葉植物のアマモ)は大体1m血程度あるがこれ

は特別で普通大部分のものは0.02～O.05mm(被子植

物双子葉類)だからすべて顕微鏡の厄介にならねば見えな

い.しかしそれでも400倍位ならば充分形がわかるの

だからさほどそれが高級のものでなくてもよい.この

小さいということが長所でもあり短所ともなり見るの

には不便するが化石として採取することになると少量の

試料の中だもたくさん入ってくる.また形の珍らしい

のや大形のはかり拾ってしまうという気づかいは全然な

い.ただ取り出す処理のうちに失われてしまうことが

あるのでそこに苦心と細心の注意がいるというわけで

ある.

花粉は自らは動かない花粉が風･水･虫･鳥

などによって運ばれることは知られているがこれが古

化物として取扱われる場合他のものとは大きな違いがあ

る.員でもプランクトンでもそのすむ所は大体決づて

いるものが多く環境が悪くなると移動したり死滅した

りする･水中に住むものが陸上にいることはないが

この花粉は他力本願で動くので海水中にも淡水中にも

誰が最初に花粉をしらべたか話はずいぶん

古いことになるが今からおよそ2000年程前ギリシヤか

らロｰマ時代にかけてはその遺物の中にナツメヤシの

人工授粉をしている状態を描いた石版があるというので

たしかに当時から花粉の利用という面では気付かれてい

たといわれる.しかし記録にのこっているのを見れば

ユ7世紀の中頃7ック(Hooke)という人が簡単なレン

ズの組合せによる顕微鏡を発明しこの程度のものなら

ば容易に花粉を識別できるのでこの頃から当然観察は

行なわれたといってもよいだろう.

さらにグルｰ(Grew)やマルピギｰ(Ma1pighi)と

いう人々が顕微鏡を改良して花粉に?いてもその著書

'`Micrographia"(1665)の中で言又している.それ

で花粉についての観察はそれから本格的に始ったといっ

てもよいだろう.その後約300年の間ますます詳し

く種々の装置を使って研究され最近では電子顕微鏡に

よる花粉の表面構造の観察や断面の25000倍の拡大写真

なども見られるようになった･花粉研究の歴史は顕

微鏡の発達と形影相伴っている.

花粉はよく保存3れている現在私たちが見

ている植物の花粉は空気中に暫く置くと腐ってしまうも

ネヘミア･グルｰ(1641～1701)

���楡�敷�

〔Wodehouse著PollenGrainから〕

◇

マノレセ1=1･マjレビギイ

(MarcelloMalpighi)(1628～1687)

1.Wodehouse箸PollenGrainから〕�
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花粉化石のスケッ

チ(ヤシ科の植物不)

のがあリ形がくずれてしま.う.

ところが一旦地中に埋まったり水

中に沈んだりして空気の通わぬ所に

入ったものは意外にもよく保存さ

れるものなのである.

誰でも一体地1いにはどこでも花

粉が残っているのだろうかという疑

をもつのも当然である.ところが

耐白いことには胞子の化石が一番よ

く残っているのは実に今から約2億

年前といわれる古生代の石炭紀の石

炭の1いでそれよりも若い時代である1ト1生代･新生代の地

層の巾には花粉や胞子の化石は沢山に残っている.ど

ういう形になっているのか石炭を薄片にして観察する

と石炭の基質の中に煎餅のように押しつぶされて入って

いる.これが石炭を砕いて薬品で処理する段階となる

と膨れ上ってくる.花粉や胞子の外皮膜は種々の作用

に抵抗力のある弾力性の性質をもっているためであって

よほどの火山作用や変質をうけている地層でない限り

石炭｡亜炭はもとより砂岩や頁岩の111に幸)入っていると

みて差支えない･事実最近では陛成層よりも海成層111

のものを取扱っているものも多い.

花粉の形には規則性がある花粉が植物の雄

しべの菊(やく)の1｢1の花粉母細胞からできるときつ

ねに2回分裂をつづけてゆくので1つの細胞から4個

の花粉ができる.こうした分裂の仕方はその花粉の形

に対称的な特徴を与えることになり極とよばれる1点

.から花粉粒をみると全く相似の形態を示すものが多い.

この形態上の規則性は花粉の鑑定の上に有力な手掛りを

与えている.さらに細かい分類には表面模様･花粉管

わが国の■1■新

世褐炭(111形県

最上炭)のllIで

は花粉化石は

扁平につぷさ

れ､て人ってい

る

孔の位置や数などが用いられる.

いろいろな植物の花粉をみるとある物はまるくあ

る物は楕円形をなし翼や緑(へり)のある達)の巾に

は4粒が互に着いたり柄によ一､て2粒がついたりして

いるものがある.とくに目立った形をしているw)は

植物分類の上でもはっきりと区別できるが被子植物0)

双子葉類俗にいわれる広葉樹の仲間では互に非常に

似かよった形の花粉をもっている.こうしたものの区

別についてはのちにのべることにするがやはり倍率の

大きいレンズを用いて詳細に検討することが必要となっ

てくる.

重要な花粉をとり上げることわが国に削三

している植物は一体何種類位あるのだろうか･学者に

よってその分類の考え方に違いがあるので一定してはい

ないが1例として本田正次博士著r日本植物名彙｣を

見ると約6000種がのっている.この6000種の花粉の形

が各々ちがっているとしたら一…･･考えただけでもそれら

を皆おぼえるのは大へんなことである.それでそのう

ちから重要な花粉に注〔してゆくというノ∫法がとられる

ことになる.

何が重要なのだろうか.このことは花粉学のいろい

ろなコｰスによってちがってくる.例えば古生代の石

炭111の胞子化石を研究している学者は世界･1･の羊樹植物

の胞子を集めて許しく調べている.このように目ゴ1勺

をしぼって進むということがとくにこうした微化石を

扱う者にとっては1つの大切なゆき方であるように思う.

花粉病とは何か前にもふれておいたが花粉

が原因でおこるアレルギｰ性の病気を指しているので

熱が出たり風邪のような状態になったりするものでこ

れを花粉病(臨yfe慨蓄)という由むずかしい病気では

ないけれども二米鰯などではことに多くアメリカブタクサ

(Ragweed)と1よばれる灘木琴)花粉は事)ちろんポプラや

ヤナギの花粉でもこのような作用があるといわれる世

しかしわが国ではこうした病気はあまり認められていな

いがはたして全然ない夢)かはなはだ疑わしい･そグ)

ため空気中にどんな花粉がいつ頃多いジ)かを明らかにす

るため季節的･地域的花粉分布の状態が策槻きれてい㌫

しかし残念なことにはわが国ではこうした方脈)棚=究が

いままでほとんどな3れていなか一jた0)で花粉ジ)飛てメ

方や地上への落ち方などの資料がなく地;いに榊れる花

粉のあり方を解釈するトで事主不徹をざたしてい㌫

花粉の標本を集め蕃には花粉に･)いての色

々のことを学ぶのには麦ず乎姶めに現准イ1省している植�
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物グ)花粉を集めるのがよい.丁山リ次第に集めてもよ

いが樹木･草木の花粉または羊歯類の胞子というよう

に花粉ばかりでなく胞子も同時に集めてゆくと自然に両

者の形態上のちがいもわかってくる､,

樹木の花というとたいていの人はあまり気付かないよ

うである.とくに目立つコブシ･ツバキ･ヤナギなど

はともかくマユミ･ツゲなどの小さい花はいつの間に

か咲きそして散ってゆく.私が花粉を採集していた頃

花暦をつくってみたが関東地方では5月から7月にか

けて樹木の花が平地でもっとも多く咲き8月にもおよん

でいる.花から花粉をとって紙の小袋に入れ持ち帰

りてすぐにプレパラｰトをf乍るのだがその方法はあとで

述べよう.ともかく手{1･くその口の1†1にやらないと腐る

ものもでてくる.植物の分類がしっかりとできている

所例えば農林省林業試験場や大学付属植物園などから

搬木をもらうことをおすすめする.花1つでは多すぎ

雄しべ1木もらえばもてあます程標木がとれるのだから

さほど先方には迷惑はかからぬはずである.こうして

採取した標木は伽i∫をはっきりとつけ保イ戸しておくが

これがどんな方面をやるにしろ非常によい資料となるの

はいうまでもない.植物の分類表と花粉の形とを比較

してみるといろいろ面白いことがわかってくる.翼

のある花粉は裸子植物の金十葉樹類に限られていたり四

ツ球花粉はシャクナゲ科のものが大部分をしめていた

りする.

花粉分析という言葉の意味花粉についての

木を開けばすぐに花粉分析(Po11enanaIysis)という術

語が目に入る.この花粉分析というのは文字通りr花

粉によって雌積物を分析する｣ということであってむ

ずかしいことではない.それがどんな種類の堆積物で

もそのIlIから花粉化石を取山す方法と理論とを云うので

あって胞子化石を取出す場合とくに中生代以前の地層を

取扱うとき胞子分析(Sporeana1ysis)ということもあ

る.しかし一般に花粉分析というとその仕事の中に花

粉と胞子両方の分析を含んでいる｡この花粉分柳まそ

の試料を機械的化学的に処理することにあるのだがそ

のやり方･内容の解釈などについては次回以後にくわ

しく述べることにする.(筆者は燃料部石炭課)

･)ノ＼.

字画_エス

統者各位のご要里により今1!11から随時半

金ニュｰスをお知らせいたします

日本古生物学会秋季例会開く

H本一一“生物学会ではド記のように秋季例

会を開催する

〕時昭和37年9月2811(幸)911寺から

演魁個人鮒演会

u時昭和37年9"29[1(ト)91時から

演魍｢本邦における古第三系と

新第三系との境界問題｣

について.討.論会

場所東京教台大“芦

文京区人塚縦1Hr24

(榊旺･地卜欽教汽大前`卜.llり

物理探鉱技術協会･地震学会共催

昭和37年度秋期札幌大会開催

物理撚鉱技術協会と地廣手会川継で^1'

の旭り秋則人会を札1晩で1州艦する

会期n研1137年9月22｢1(土)～

26〕(水､

会場

参賀費

1･1稿.

11時会_列

9j12211(上)堆球物理

(13,30～16.30)=学教室

9月23ト1(日)i高分教室

(9.30～16.30)

地物教牢

札幌巾北海遠大学理学部新館

1501｣'(講演要旨･資料代を含む)

燃詰鴛二

9月24日(月);札1幌市内

u4.00～18.00)パス遊覧

9月251-1(火)昭和新山

(9.oo～泊)1洞爺湖

9川261-1(水)

(棚)

行事摘要

1講演会I…地震探鉱

■部門

講演会皿1純地震学

,部門

講演会皿'物理探鉱

艘探鉱

{を除く)

赫演会w鱗農学

物探シン1と/に粗

ポジウム泉地熱

1の探査に

観光なら1㌫

びに懇親500円

見学旅行!参加費

討論会1貸切パス

脇紺

1札幌～列1

111唯～昭

耳日新111～

洞爺潮温

泉(泊)

現地解散

日本鉱物学会日本鉱山地質学

会日本岩宿鉱物鉱床学会の3

学会連合秋季学術講演会開催

3学会連合秋季学術紺演会は布紀の辿り

山1'lllfで1舳推する

期

11昭和37年10月17日～20日

10月17[1午前特別講演(公開)

午後個人講演

10月18ヒ1午前午後個人講演

夜懇親会

10月19111午前秋吉台･秋芳洞見学

～20日午後鉱山見学旅行

A班桜郷鉱山

B班金ケ峠･長登鉱山

場所山口市後河原

山口大学文理学部

.維演申し込み9月15日締切り

川崎市久本135

地質調査所砂川一郎宛

腰旨(400字)･所要時間･スライドの有無

と共に巾し込むこと

術舎等の申し込み9月15日締切り

申し込み先111口市後河原山口大学

文理学部地学教室當阪武〕二兎

㌔吋洲A3201『(学生)370円(一般)

(1泊2食付)

B600～90011j(〃)

C1,000～1.5001H(〃)

D2,000～3.0001il(〃)

懇親会食貨600111

兄箏旅付(A珊)桜郷鉱111(人員15脇

費約1.5001｢1)

(B班)金ケ峠･･長登鉱山(人

員20柵顯約1.200111〕�




